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磁場閉じ込め型核融合発電炉の実現には

核融合反応によって生じる高エネルギー粒

子を磁場によりプラズマ中に閉じ込める必

要がある。プラズマ中における高エネルギ

ー粒子の径方向分布を知ることは、高エネ

ルギー粒子の閉じ込め評価をするうえで重

要である。本実験は大型ヘリカル装置

（LHD）で行った。図１にLHDの上面図及

び本実験に使用した中性粒子ビーム（NBI）

の入射方向を示す。トーラスに垂直入射し

ているエネルギー40~60 keVのNBI #4を計

測ビームとして用い、接線方向から高速イ

オン荷電交換分光計測（FIDA）によりNBI 

#1と#2で入射した高エネルギー粒子の径方

向分布計測を試みた。図２にNBI #4の入射

断面及びFIDAの視線を示す。NBI #4は高エ

ネルギー粒子の荷電交換により発せられた

光とバックグラウンドの光を区別するため

に、モジュレーション運転を行った。更に、

実験結果の解析のために、三次元磁場配位

を有するLHDで使用できるFIDA用シミュ

レーションコードを開発した。発表では、

実験的に得られたFIDAを用いた高エネル

ギー粒子の径方向分布計測と、GNETや

TASK/FPによる数値計算で得られる結果と

の比較を行い、その妥当性を評価した結果

を発表する。 
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図１. LHD の上面図及び NBI の入射方向。 図２. NBI #4 の入射断面及び FIDA の視線。 


